
令和４（2022）年度 

第２回 栃木県立日光明峰高等学校 学校運営協議会 

日  時 令和４年８月１日（月）  

       9:30～11:00 

 場  所 栃木県立日光明峰高等学校 

       図書室（南校舎２Ｆ） 

オンラインとのハイブリッド開催 

１ 開 会【進行：事務局】 

 

２ 会長挨拶 

  コロナの第７波に大学でも対応中だが、学びを止めない工夫を実践しているとこ

ろである。明峰高校の在校生の満足度を上げていくために今回もご意見いただきた

い。 

 

３ 校長挨拶 

 第１回から後の本校の活動の様子をお伝えすることと、一日体験学習等本校の今後

の活動についてご協議いただくことが今回の主たる内容だと考えている。 

今後とも本校の様々な教育活動を中学生にＰＲしていく。現在、本校の探究活動の

充実が進んでいる。ｅスポーツ部の回線も整備した。ＯＢや地域の方からも本校の教

育活動等について広くお力をお借りしているところである。 

 

４ 確認・報告 

（１）令和４年度中学校訪問報告について 

事務局説明（資料１）。例年より１ヶ月早い時期に実施した。今年度は 39 校に訪

問した。全体的に高評価をいただいている（東武バスの 1年間定期券の新設、きめ

細やかな指導等に対して）。9月に再度訪問する。 

 

（２）令和４年度入学生志望理由について 

  事務局説明（資料２）。入学生を対象に、面談用アンケートとして実施し、その

中の 1項目として志望理由を聞いた。本項独特の活動や強みについては中学生にＰ

Ｒしていきたい。 

 

（３）令和４年度一日体験学習について 

事務局説明（資料３）。8月 19 日実施予定。中学生 88 名、保護者 68 名は近年最  

大である。特に、定員 80 名になって以来、一日体験学習の申込者数が定員を超えた

のは初めてである。当日は本校の魅力を十分に伝える内容として計画した。また、

熱中症および感染症対策についても十全にしている。 

 

（４）県外生徒の動向及び受入体制について 

  事務局説明（資料４）。資料のとおり。 

 

 

 

 



５ 協 議【進行：会長】 

（１）令和４年度学校評価について 

事務局説明（資料５）。今年度大幅に改善した。 

  会長：学年による回答の傾向や、生徒と保護者の回答のずれなどに注目できると

改善につながるかもしれない。 

  委員：学校運営協議会は学校の経営に意見や助言をするという立場で、我々委員

が評価することはないという理解で良いか。 

      →よい。 

  委員：学校評価シート（案）は教職員による評価ということで良いか。 

      →よい。 

 

（２）中学校の情報発信について 

事務局説明（資料６）。中学生及び中学校への情報発信の今年度の予定である。

特に、中学校教員対象公開授業とオープンスクールに尽力したい。明峰高校だより

は 7月号より宇都宮市内の中学校にも配付している。 

委員：一日体験学習の申込者数が増えたことは先生方の尽力によるものだと思う。

すばらしい。ｅスポーツ部やゴルフ部などをＰＲしてほしい。女子のア

イスホッケー部の創設も考えてみてはどうか。部があれば明峰高校に入

りたかったという話も聞いたことがある。 

委員：女子アイスホッケー部は高校にはない。高体連の競技会等は男子のみであ

る。女子の場合は校外でクラブチーム等に所属して、高校では部外で活

動し、クラブチーム用の大会に出ているのが現状である。 

校長：ゴルフ部・アイスホッケー部の施設を拡充中である。女子でアイスホッケ

ーをしている生徒は、現在は同好会で活動している。オリンピック代表と

して活躍した本校出身の選手も、本校在学中はバスケットボール部に所属

しており、校外のクラブチームに所属する形で活動していた。 

 

（３）関係機関と連携した魅力化推進の取組について 

事務局説明（資料７）。日光市による支援を多大に受けて様々な活動ができて

いる。また、地域の委員や社会福祉協議会をはじめとする地域の方々の協力もあ

って、日光学のプログラムが実践できた。ＳＤＧｓに関連する活動では宇都宮大

学、魅力発信については文星芸術大学とも協働し、活動を展開している。日光学

の発展的拡充としては、２つの団体から助成対象となった。（「未来を創る高校

生地域連携・協働推進事業」（県教委）、三菱みらい育成財団）日光学の発信と

して、県外で実施したり、「ブラタモリ清滝」を作成したりしたい。 

委員：清滝の動画では、足尾と御用邸も盛り込むべきである。 

副会長：日光市は今後も様々に支援したい。知事と教育長との再編についての話

し合いでも要望をしていく。 

委員：近所の人たちから、明峰高生が福祉関係で活動を展開していることを聞い

た。福祉を目指す生徒が福祉をテーマにした地域貢献をすることで、生

徒の進路学習にもなるだろう。 

      →老健にっこうとも連携したい。 

委員：資料２の理由を精査して明峰高の魅力を高め、中学生へのＰＲに活かして

ほしい。 

    →承知した。 

 



（４）その他 

  委員：日光市議会で、日光中と日光明峰高校の中高一貫の話があったが、明峰高

校としてそのあたりをどうとらえているのか聞きたい。 

      →日光中のアイスホッケー全国募集が今２年目で、他県から来た中学生

は本校と同じ下宿先を利用している。教育活動については設置者が異な

るのでなかなか難しい。日光中と本校だけでなく、広く中学校と連携し

たい。 

 

６ その他【進行：事務局】 

（１）第 3回学校運営協議会の開催について 

11 月上旬としたい。 

（２）その他 

・在校生の出身中学校での本校紹介について 

・バス定期券の利用状況について 

・明峰祭の実施について 

 

７ 閉 会 

 


